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2 Lp- 3 密 着 衣 服 原 型 の 曲 面形 状 分類 に対 応 し た 体型 の抽 出

増田智恵＊　○福尾実千＊*　今岡春樹＊＊＊
(*三重大学教育, ＊＊名古屋女子大短大部生活，＊*＊奈良女子大学生活環境)

【目的】婦人の体型別衣服パターンの設計を構想した。衣服は人体曲面形状そのものを造形
したものではない。そこで始めにサイズを除く衣服パターン曲面形状分類を行い，次にパタ
ーンのタイプに対応した体型を抽出する。サイズについては各パターンタイプの体型内でク
レーディンクで処理する考え方である。すでに密着衣服原型(密着衣)の曲面形状は，ダーツ
などの角度によるガウスの曲率から６つのタイプに分類したI)。本報では，密着衣のタイプに
対応した人体形状の特徴を抽出し，パターン設計のための体型を明らかにする。
【方法】密着衣は青年女子203 名(平均年齢19.6 才)の胴部半身を増田の立体裁断的密着衣の製
図方法により自動作成，トワールで裁断，石膏体上で適合性を確認したものである。各ダー
ツ，各ライン(ﾈｯｸﾗｲﾝ(NL).ｱｰﾑ 払ﾙﾗｲﾝ(AHL) ，ｳｪｽﾄﾗｲﾝ(ＷＬ))のガウスの曲率を欠損角(2  π
－d) として角度で求めた。各欠損角の配分を用いて主成分分析，クラスタ分析を行った結果，
肩傾斜が大:Aﾀｲ ﾌﾟ(Al:ﾊﾞｽﾄﾀﾞｰﾂ大, A2:ﾊﾞｽﾄﾀ≒ﾂ小), 標準:Bﾀｲｱ(Bl: 肩ﾀﾞｰﾂ小, B2:後夕゙ -ﾂ大).
小:Cﾀｲ ﾌﾟ(Cl:ﾊﾞｽﾄﾀﾞｰﾂ小,C2: ﾊﾞｽﾄﾀﾞｰﾂやや大)等の６タイプに分類した。
【結果】人体３次元計測値から算出した肩傾斜角度をA,   B,   C タイプのモデルに分け有意差

検定を行った。密着衣NL の欠損角(肩傾斜)のA,   B,  C タイプの大小関係に対応した人体肩
傾斜角度をもつ体型が抽出された。ﾊﾞｽﾄﾀﾞｰﾂ大のAl,  C2 タイプではヨコ方向の前のBL －WL
の差及びタテ方向の乳頭線一前肢寓線の差が大きい体型，ﾊﾞｽﾄﾀﾞｰﾂ小のA2,   Cl タイプではそ

れらの差の小さい体型，肩ﾀﾞｰﾂ小のBl  タイプは肩先のヨコ方向の幅とタテ方向の丈の差が小
さい体型，などパターン曲面形状に対応した体型が抽出できた。
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2Lp-4 布の三次元変形の解析　 一光学顕微鏡を用いた三次元計測－

○道明 伸幸，末広 祥二 （倉敷市立短大）

目的 布の特性を客観的な測定値を用いて表すことは，製品設計および品質管理の面で

重要であり，また人の感性・感覚で評価される布の性能と物理量との関係を明らかにする

ためにも必要である。そのためには布の力学モデルを構成繊維素材の特性とその集合構造

により表現する技術が求められる。布の力学モデルの構築にあたり，それを検証するため

には，実際の布の組織力^^次元的にどのように変形するのか詳細に計測し，モデルと比較

しなければならない。布のミクロな変形を三次元的に測定する方法として，一般的な光学

顕微鏡を用いてＣＴ合成を行う方法を採用した。

方法 光学顕微鏡のケーラー照明系の絞りを光軸からずらすことで，斜光照明力で̂きる

ようにした。これとディジタルカメラを用い，照明方向を変えて得た複数の拡大投影画像

をコンピュータで三次元像構築を行うことで，三次元像を得ることができる。物体を透過

した光を用い, 数学的処理によってその物体内の吸収係数の空間分布を求めることにより，

三次元像構築を行う。

結果　まず透明のナイロンモノフィラメントを赤色に染色し，これをモデルサンプルと

した。得られたカラー投影画像から赤色の補色であるG    （green）のみを抽出し，像構築

の計算に用いた。サンプル表面での光の屈折の影響を極力抑えることにより，モデルサン

プルの三次元濃淡像を得ることができた。
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